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オゾン 標準ガス 濃度の 決定方法の 比較
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1．はじめ に

　オゾ ン 、オキシダン ト自動測定機の 感度校正 は 、 校正用オ ゾンガス を用 い て 行う。 校正 用オ ゾン ガス は 、 高
圧ガ ス 容器に保存することができない ため 、オ ゾン 発生器を用い てオゾ ンを発 生させ 、 その 濃度を測定 、 決

定し、校正 に 用い られ る。校正 用オ ゾン ガス の 濃 度決 定法は 、 1％中性 よう化カ リウム 溶液による手 分析法

（1％NBKI 法）、紫外線吸収法、気相滴定法 （G 町 法）などがあり、 日本で は 、 公 定法として 1％NBKI法が採用さ

れ 、 自治体等が実施して い る光化学オキ シダント調査で使用される測定機の校正 には 、 1％NBKI 法が用い ら

れてい る。また、大気環境申の オゾン に関する調査 ・研究で は 、 紫外線吸収法 、 気相滴定法（Glyr　za）を基に

濃度決定し たオゾン ガ ス で校正 した測定機を使用する例も多い が 、 校正 用オゾン ガ ス 濃度決 定法の 違い に

よっ て生じると思われる誤差が測定値間にあると推測され
1）

、 この差を把握してお くことは 、 濃度比較等を行う

際に必要なことと思われる。 今回 、 同一の オゾンガス を用い
、 1％NBK ［法と紫外線吸収法のそれぞれで オゾン

濃度 を決定したときの 値の 差を調査したの で 、 そ の 結果を報告する。

2．方法

　 1％中性よう化カリウム溶液による手分析法（1％NBK 　I法）によるオ ゾン濃度の 測定は、　DKK 　OZ 一正02 型 （オゾ

ン サン プラ
ー

）、 島津 UV −160（分光光度計）、 シ ナ ガ ワ W −NK − 1B（湿式ガ ス メータ）を用い て 、「環境省 環

境大気常時監視マ ニ ュ アル 」に記載された方法に準じて実施した 。 試料ガス の 採 取量は、エ ステ ッ ク SF−1

（精密膜流量計）の値を基に、湿式ガス メ
ー

タの 値を補正したもの である。大気圧は 1 気圧とした。よう素溶液

の 標定は 、 和光純薬工業の 容量分析用 N／10 チオ 硫酸ナトリウム 溶液 を使用した。

　 オ ゾン の 254nmの 吸光度係数 308cm
−iatm ’i

（0℃ 、 1気圧）に基づ い た紫外線吸収法によるオゾ ン濃度 の 測

定は 、日本サ
ー

モ エ レ クトロ ン MODEL 　49C −PS （米 国 EPA 仕様）を用 い て実施 した 。

　 オ ゾン ガ ス は 、 日本サーモ エ レ クトロ ン MODEL 　94−1 で 精製 したゼ ロ エ アを MODEL 　49C−PSの 中にある

オ ゾン 発生 器 に導入し生成させ たもの を使用 した 。

蠶

　 同
一

オ ゾンガス を 1％NBKI 法と紫外線　　表 1澗
一オ ゾン ガ ス を1％NBKI法 紫外線 吸 収法で 濃度決定した ときの 値

吸収 法で 濃度決定したときの それ ぞれ

の 値 を表 1 に示す。今回、3 回比較 試験

を行 っ たが、い ずれも 1％NBKI 法の 値が 、

紫外 線吸収 法の 値に比 べ
、 5．8〜 10．4％

高い 値を示した。また 、 1％NBKI 法は、紫

外線吸収法に比 べ
、 値にばらつ きがみら

れた。
ゼ ロ ガス の 値は 、 1％NBKI 法と紫外

線吸収法との 間に 、 差はほ とん どなか っ 　 表2 ：オゾ膿 度を段 階 的 に 変え たときの 1％NBKI法・紫外 線吸収法に よる値

た 。 1％NBKI 法で は、イン ピンジャ
ー

内の

吸収液に 15 分 間オゾンガスを通す が、

オゾンガス（約 180ppb）を 15分間イン ピン

ジャ
ー

に通す 間の 吸収液重 量の 変化を

調べ た。 3 回平均で 2．3％、 吸収液 の 重量が減少 した 。 吸収液重量の 減少は 、測定値誤差の 原因の
一

つ とし

．て考えられる． オゾン濃度を段階的に変えたときの 1％NBKI 法と紫外線吸収法の 値を表 2 に示す 。 各濃度とも

1％NBKI 法の 値が紫外線吸収法の 値 より高くなっ た。
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1囗目 2口 3

1％N8KI法03濃度（A）ppb 197．9190 ．8 薑99．1 一
〇．5

紫 外線吸収 法03濃度（B）pp180 」 180」 180．3 0．0

（A）／（B） 1，099LO581 ．104

ガス メータの温 度変動（℃） 22．8−23』 239 −24，323 ，7−24．623 ．7−24．3

測定回 数 3 3 8 5

1回爵 2回 目

1％NBKI法03濃度（A）ppb147 ．593 ．3　 46、1145 ．696 ．047 ．9

紫外線 吸収 法03濃度（B＞pp135 ，190 ．1　 45．0135 ，390 ．145 ．0

（A）／（B＞ 1，0911 ．0351 ，0231 ．0761 ．0651 ．064
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